
別
表
第
五
第
四
号
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

受
験
資
格

試
験
科
目

試
験
科
目
の
免
除

を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
者

免
除
す
る
試
験
科
目

学
科
試
験

イ

火
薬
類
の
知

識
ロ

火
薬
類
の
取

扱
い

ハ

発
破
の
方
法

平成™›年˜月™—日 金曜日 (号外第˜š号)官 報

（
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）」を
「
第
一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
一
章
の
二

特
別
特
定
機
械
等
（
第
二
条
の
二
）」に
改

め
る
。

第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
一
章
の
二

特
別
特
定
機
械
等

（
特
別
特
定
機
械
等
）

第
二
条
の
二

労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
定

機
械
等
は
、
ボ
イ
ラ
ー
（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
次
章
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
第
一
種
圧
力
容
器
（
小
型
圧
力

容
器
を
除
く
。
第
三
章
に
お
い
て
同
じ
。）と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中「（
小
型
ボ
イ
ラ
ー
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
四
条
の
二
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
当
該
ボ
イ
ラ
ー
が
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
所
轄
都
道
府
県
労
働
局

長
（
組
立
式
ボ
イ
ラ
ー
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。）の
、
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
る
と
き
は
法
第
三
十
八
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
構
造
検
査
を
行
う
者
（
以
下
「
構
造
検

査
実
施
者
」
と
い
う
。）」
を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
構
造
検
査
実
施
者
」を「
登

録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
を「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」

に
改
め
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
が
構
造
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
五
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
前
条
の
構
造
検
査
の
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
登

録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
（
組
立
式
ボ
イ
ラ
ー
に
あ
つ
て
は
、
当
該
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
）
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
当
該
ボ
イ
ラ
ー
が
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
所
轄
都
道
府
県
労
働
局

長
の
、
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
る
と
き
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
」
を
削

り
、「
溶
接
検
査
を
行
う
者
（
以
下
「
溶
接
検
査
実
施
者
」
と
い
う
。）」
を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
溶
接
検
査
実
施
者
」
を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
が
溶
接
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
七
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
前
条
の
溶
接
検
査
の
業
務
の
全

部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
登

録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ボ
イ
ラ
ー
が
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
都
道
府
県

労
働
局
長
の
、
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
る
と
き
は
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該
ボ
イ
ラ
ー
が
特
定
廃
熱
ボ

イ
ラ
ー
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
き
は
都
道
府
県
労
働
局
長
の
、
特
定
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
る
と
き
は
」
を
削
り
、
同

条
第
三
項
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
」
を
削
り
、「
使
用
検
査
を
行
う
者（
以
下「
使
用
検
査
実
施
者
」と
い
う
。）」

を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
使
用
検
査
実
施
者
」
を「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
が
使
用
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
十
二
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
前
条
の
使
用
検
査
の
業
務
の

全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
条
中「
登

録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
」
を
削
り
、「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
を
「
者
」
に

改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
の
再
交
付
を
受
け
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に

届
け
出
て
、
事
業
場
の
所
在
地
、
名
称
、
種
類
及
び
有
効
期
間
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
記
載
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
」
を
「
火
気
以
外
の
高
温
ガ
ス
を
加
熱
に
利
用
す

る
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
」
に
、「
当
該
廃
熱
ボ
イ
ラ
ー
」
を
「
当
該
ボ
イ
ラ
ー
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
二
中
「
ボ
イ
ラ
ー
に
係
る
」
を
「
第
三
十
八
条
第
二
項
の
」
に
、「
に
お
け
る
第
三
十
八
条
第
二
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
」
を
「
に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
」に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。

第
四
十
八
条
中「（
移
動
式
ボ
イ
ラ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
に
あ
つ
て
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
、

当
該
ボ
イ
ラ
ー
検
査
証
を
交
付
し
た
都
道
府
県
労
働
局
長
）」を
削
る
。

第
四
十
九
条
中「（
小
型
圧
力
容
器
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
五
十
一
条
第
一
項
中
「
当
該
第
一
種
圧
力
容
器
に
つ
い
て
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
（
設
置
地
で
組
み
立
て
る

第
一
種
圧
力
容
器
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
設
置
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
を
「
登
録

製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
が
構
造
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
五
十
一
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
前
条
の
構
造
検
査
の
業
務

の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中

「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
（
設
置
地
で
組
み
立
て
る
第
一
種
圧
力

容
器
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
設
置
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
）
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」と
す
る
。

第
五
十
三
条
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
を
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
労
働
局
長
が
溶
接
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
五
十
三
条
の
二

法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
前
条
の
溶
接
検
査
の
業
務

の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中

「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
」
と
す

る
。
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